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『 厳しい冬をのりこえて 』
南が丘小学校長 吉 岡 栄

３学期始業式で、１月は「行く」、２月は「逃げる」、３月は「去る」という話をしました。

月日が足早に過ぎてしまうことを例えた言葉です。学校もその言葉通り、あっという間に２月

末を迎えました。

この間、保護者の皆様には、冬の悪天候などの対応として児童の安全な登下校に多くのご協

力をいただきました。特に、1月下旬の犯罪予告FAXへの対応では、保護者の皆様に子どもた

ちの送迎をお願いしました。その都度、安心メールでお願いしてきましたが、時間を割いてい

ただいたり、祖父母の方にお願いしていただいたりと子どもたちの安全に特段のご配慮をして

いただきました。本当にありがとうございました。おかげさまで直接的な被害は何もありませ

んでしたが、今後も「いかのおすし」等の指導を通して、子どもたちの安全を守っていきたい

と思います。安心メールの活用については、とてもスムーズに行われ、緊急連絡体制が確立で

きています。こちらも保護者の皆様の教育や安全に対する意識の高さが感じられました。

さて、最近「とてもいいことだな」と感じたことを紹介します。「読書の冬」という言葉は

ありませんが、南が丘小学校の図書室では、読書に関わる冬のイベントが行われました。それ

は、図書委員会の子どもたちが企画した読み聞かせです。1月から2月にかけて、計4回行われ

ました。2時間目終了後の長い休み時間を利用し、紙芝居を読み聞かせてくれました。参加し

た子どもたちは、とても真剣に、そして楽しそうにお話に聞き入っていました。窓の外は、た

ば風が容赦なく吹き付ける寒々しい景色でしたが、図書室の中は、心温まる空間となりました。

紙芝居を一生懸命読んでくれた図書委員のみなさん、ありがとうございました。

厳しい冬をのりこえ、暦はもう３月。子どもたちがそれぞれにステップアップし、新しい「挑

戦」に向けて気持ちを新たにする節目の季節です。私は常々、子どもたちに「自信」を持たせ

ることを意識してきました。何かをやり遂げたとき、できなかったことができるようになった

とき、人は達成感や充実感を得ます。そのことが新たな挑戦のエネルギーとなり、きっとでき

るという自信につながります。また、なかなか思うようにならないことも、失敗の原因を追求

して、工夫して、考えて、気持ちを集中して頑張ったらうまくいったという体験は粘り強さを

育てます。「失敗は成功のもと」という経験も、積もれば粘り強さのもとになります。そうし

た経験をたくさんしておくことが大切な学習だと考えています。保護者の皆様にもそのことを

ご理解いただき、要所要所でのお声がけなどのご協力をいただいたことに感謝いたします。

昨年１１月、「フロンティアキッズ育成事業」にて『ＥｓａｓｈｉＧｓ』をオ

ンラインにて成果発表した５年生ですが、４月に札幌で開催される先進７ヵ国気

候・エネルギー・環境相会合のレセプション（Ｇ７ジュニア環境カフェ）で動画

を発表することとなりました。それに向けて２月８日（水）には以前にもお世話

なった北海道国際交流センターの池田 誠氏を講師とし、Ｚｏｏｍにて「子ども

環境宣言」を取りまとめ、撮影の準備を着々と進めてきました。２月２

１日（火）には、「江差沖揚音頭」の半纏を着て、校舎の窓から見える

五勝手の海をバックに「海と歴史ある街並みを守るため、マイバッグと

マイボトルを使います」と力強く宣言する動画を撮影いたしました。４

月１４日（金）に開催される公式レセプションの会場にて「子ども環境

宣言」を動画放映する予定です。

２月１０日（金）、「新入学児童一日体験入学」を開催しました。４月から南が

丘小学校の一員になる１１名の園児の皆さんが家族の方と一緒に参加してくれま

した。保護者の皆さんが入学に係る説明を受けている間、ホールにて１・２年の

お兄さん・お姉さんたちが歓迎の会を催し

てくれ、校舎内をグループに分かれて案内

したり、いくつもの手作りおもちゃコーナ

ーを設置したりして交流を深めました。４

月６日（木）の入学式、元気に登校してき

て下さいね。心よりお待ちしております。

「鬼は外」、悪い鬼を追い出せ
２月３日（金）の節分の日、今年も南が丘小学校に

鬼がやってきました。子ども達も朝からそわそわし、

男の先生方の動向が気になるようで、落ち着きがなく、

今か今かと楽しみに待っているようでした。

突如として肉付きのいいふっくらした赤鬼・青鬼が

そろって襲来。子ども達も必死になって鬼退治。なか

には涙して机の下に隠れる子もいました。

自分の中にいる悪い鬼

を追い払うことができた

でしょうか。クラスみん

なで「鬼は外 福は内」。

豆まきをして邪気を追い

払いました。

放送聞き取り訓練
災害は忘れた頃にやってきます。いつ・どこでも

対応できるよう、日頃からの備えが重要となります。

２月７日（火）、第２回目の聞き取り訓練を昼休み

に実施しました。これは、休み時間でも。放送が流

れたらその場で静かに放送を聞き、児童一人一人が

その場に応じてしっかりと対応できることを身に付

けてもらうよう取

り組んでおりま

す。静かに放送を

聞き、窓や落下物

にも気を付けて行

動できました。



冬休み明けから各学年で取り組んでいた書き初め（１・２年生は硬筆，３年生以上は毛筆）が完成し、１階ホールや教室前

に飾られています。２月中旬に審査が行われ、入賞者が決定しました。
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２月１７日（金）、６年生がグリーンピア大沼スキー場へ「スキ

ー遠足」に行ってきました。二回にわたって湯ノ岱スキー場での

基礎練習もちょっぴり物足りなさを感じていた子ども達で

すが、広いゲレンデで思いっきりスキーを楽しんできまし

た。リフトに乗るのもわくわく・ドキドキ。思い思いのシ

ュプールを楽しそうに描いていました。昼食を食べて後も

色々なコースを満喫し、６年生にとっても笑顔いっぱい最

高の１日になったようです。

お知らせ
３月２０日（月）、『第６５回卒業証書授与式』を予定おります。今年度は、全校児童・

教職員・保護者、来賓（教育関係者数名）のみで開催する予定です。ご理解下さいますよ

うお願い致します。

２日（木） 全校朝会（１・６年発表） １７日（金） 卒業式重点練習 大掃除

ＡＬＴ ２０日（月） 第６５回卒業証書授与式

３日（金） ６年生を送る会（３・４ｈ） ２１日（火） 春分の日

６日（月） 児童会役員選挙（６ｈ） ２２日（水） 午前授業（給食なし）

７日（火） かもめ保育園交流 ２３日（木） 午前授業（給食なし）

８日（水） ５時間授業 職員会議 ２４日（金） 修了式・離任式（給食なし）

９日（木） タブレット持ち帰り ２５日（土）～年度末休業

１０日（金） 第３回計算コンクール

町Ｐ連理事会 【４月】 ～年度始め休業（～５日まで）

１３日（月） 卒業式練習開始 ６日（木） 令和５年度入学式 始業式

１６日（木） 卒業式総練習 着任式

２月１６日（木）、日本財

団海ノ民話のまちプロジェク

トが制作したアニメ「折居婆

さんと鰊」の完成上映会が本

校体育館にて行われました。本校の子ども達に

アニメを通じて地元に伝わる海への学びを深め

てもらおうと開催されました。会には、来賓と

して町長・教育長をはじめ、アニメ監督・プロ

デューサー等も出席され、ＨＢＣの撮影・取材

も行われました。

会の模様は、３月１６日（木）の「グッチ―

な！」（9:55 ～ 10:50）の中で３分程度放送され
る予定です。お楽しみに！

会終了後、日本財団より「流氷飴 サンゴ飴」

を全校児童１人１人に１箱ずつプレゼントされ

ました。有難う

ございました。

フレンズサポート学習～「聞き上手になろう」
本校では、ピア・サポート（仲間が相互に支え合

い課題解決する活動）の考え方を基本に、学級づく

りに生かす目的で２月１６日（木）の６時間目に中

・高学年に分かれて「フレンズサポート学習」を行

いました。この取組を継続し、悩みを一人で抱え込

まないで、互いに助け合い、認め合う学校風土の創

造につなげていきます


